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前
年
所
得
が
基
準
額
以
下
の
学

生
が
、
学
生
納
付
特
例
申
請
を
し

て
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

▽
対
象　

制
度
対
象
の
学
校
に

在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生
で
、

前
年
所
得
が
1
1
8
万
円
以
下

（
扶
養
家
族
が
あ
る
場
合
は
、そ

の
数
に
応
じ
て
加
算
）の
方

▽
承
認
期
間　

4
月（
今
年
20
歳

に
な
る
方
は
、
誕
生
日
の
前
日

の
属
す
る
月
）か
ら
翌
年
3
月

ま
で
の
学
生
で
あ
る
期
間

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
と
印
鑑

・
在
学
証
明
書
ま
た
は

学
生
証（
裏
表
）の
写

し（
平
成
22
年
度
の
在
学
が
分

か
る
も
の
）

※
学
生
納
付
特
例
承
認
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
と

し
て
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
承
認
期
間
の
保
険
料
の
追
納

・
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の

ぼ
って
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算

し
て
、
3
年
目
以
降
に
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
は
、
加
算
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
5
月
8
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
5
月
6
日（
木
）・
10
日（
月
）・
17
日

（
月
）・
24
日（
月
）・
31
日（
月
）は
、

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
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Ｓ
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－
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●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所
☎
22
－
0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
係

　

国
民
年
金
額
は
、
40
年
間
保
険

料
を
納
め
た
場
合
、
満
額
で
年
額

7
9
2
、1
0
0
円（
平
成
22
年

度
）を
受
給
で
き
ま
す
が
、
老
後

に
よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
た
い

と
考
え
て
い
る
方
の
た
め
に
、
付

加
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険

者
・
任
意
加
入
被
保
険
者
が
定
額

保
険
料
に
付
加
保
険
料
を
プ
ラ
ス

し
て
納
付
す
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
に

付
加
年
金
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

※
付
加
年
金
を
2
年
間
受
給
す
る

と
、納
付
し
た
付
加
保
険
料
総

額
と
同
額
に
な
り
、以
降
は
支

払
っ
た
額
以
上
の
付
加
年
金
を

一
生
涯
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す（
上
記
、「
付
加
保
険
料
と
付

加
年
金
受
給
額
」を
参
照
）。

▽
注
意
事
項

・
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶

予
を
受
け
て
い
る
方
や
国
民
年

金
基
金
に
加
入
中
の
方
は
、
付

加
年
金
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

・
納
付
期
限（
翌
月
末
日
）を
過
ぎ

る
と
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

・
障
害
基
礎
年
金
に
は
、
付
加
年

金
の
上
乗
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
老
齢
基
礎
年
金
を
65
歳
よ
り
前

に「
繰
上
げ
受
給
」、
ま
た
は

66
歳
よ
り
後
の「
繰
下
げ
受
給
」

す
る
場
合
に
は
、
付
加
年
金

も
老
齢
基
礎
年
金
と
同
じ
減
額

率
・
増
額
率
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
納
付
期
限
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

・
口
座
振
替
の
方
は
、
納
付
期
限

が
振
替
日
と
な
り
ま
す
。

・
当
月
末
振
替
に
よ
る
早
割
り
納

付
は
、
納
付
月
の
末
日
が
振
替

日
と
な
り
ま
す
。

・
6
カ
月
前
納
の
上
期（
4
月
〜

9
月
分
）は
4
月
30
日
、
下
期

（
10
月
〜
3
月
分
）は
11
月
1
日

（
月
）が
振
替
日
で
す
。

・
一
年
前
納
の
振

替
日
は
4
月
30

日（
金
）で
す
。

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

付
加
保
険
料
を

納
付
し
ま
せ
ん
か
?

学
生
納
付
特
例
制
度

保
険
料
の
納
付
期
限

納付月 納付期限 納付月 納付期限

４月分 ５月31日 10月分 11月30日

５月分 ６月30日 11月分 平成23年１月４日

６月分 ８月２日 12月分 平成23年１月31日

７月分 ８月31日 １月分 平成23年２月28日

８月分 ９月30日 ２月分 平成23年３月31日

９月分 11月１日 ３月分 平成23年５月２日

〈付加保険料と付加年金受給額〉

 付加保険料　　    ：400円（月額）
 付加年金の受給額 ：200円×付加保険料納付月数

【例】付加保険料を10年間（120月）納付した場合
　　付加保険料400円×120月=48,000円
　　付加年金額200円×120月=24,000円（年額）
　　　※65歳から受給した場合の付加年金額です。
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明
さ
れ
、
地
球
科
学
の
発
展
に
と

て
も
役
立
っ
た
ん
だ
。

　

世
界
地
図
を
見
て
の
ち
ょ
っ
と

し
た「
ひ
ら
め
き
」が
、世
界
中
の

考
え
方
を
変
え
て
し
ま
う
大
き
な

成
果
に
つ
な
が
る
ん
だ
か
ら
、い

ろ
ん
な
こ
と
に
注
意
を
し
て
お
か

な
い
と
い
け
な
い
ね
。

　

み
ん

な
も
、

世
界
地

図
や
日

本
地
図

を
見
て

い
て
気

が
付
く

こ
と
は

な
い
か

な
?
も

し
か
す

る
と
そ

れ
は
世

界
的
な

発
見
に

な
る
か

も
?

し
た
土
砂
は
、海
洋
の
プ
レ
ー
ト

に
よ
っ
て
か
き
寄
せ
ら
れ
、大
陸

が
付
加
・
成
長
し
ま
す
。そ
の
結

果
、大
陸
の
端
は
、大
陸
か
ら
の
土

砂
と
南
の
海
で
で
き
る
石
灰
岩
や

チ
ャ
ー
ト（
石せ

き

英え
い

質
の
堆た

い

積せ
き

岩
）

が
混
じ
っ
て
、日
本
列
島
の
地
質

の
よ
う
に
帯
状
に
分
布
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
の
地
球
科
学
で
は
、こ
の

理
論
が
、星
や
人
工
衛
星
を
利

用
し
た
電
波
観
測
で
証
明
さ
れ

て
い
ま
す
。ハ
ワ
イ
島
と
茨
城
県

鹿
島
と
の
距
離
が
毎
年
6
〜
8

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル（
私
た
ち
の
爪
の

伸
び
る
速
度
）ず
つ
短
く
な
っ
て
い

る
の
で
、単
純
に
計
算
す
る
と
約

6
0
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
ハ

ワ
イ
諸
島
が
8
千
万
年
〜
1
億
年

後
に
は
日
本
に
衝
突
す
る
の
で
す
。

　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携し、
竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋高
原などを中心としたエリアを「山陰海岸ジオパーク」として、世界
ジオパークへの認定を目指しています。このジオパークについて、
市のジオパーク普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の三
木武行が、シリーズで紹介します。

《問合せ》観光課☎21︲9016

  シリーズ17　　            プレート理論

　
「
プ
レ
ー
ト
理
論
」と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
?

　

地
球
の
表
面
が
い
く
つ
か
の
固
い

岩
盤
の
板（
プ
レ
ー
ト
）で
ジ
グ
ソ
ー

パ
ズ
ル
の
よ
う
に
組
み
合
わ
さ
れ

て
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
年
間
数
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
ず
つ
移
動
し
て
い
る
と
い

う
理
論
で
す
。日
本
付
近
は
、太
平

洋
の
プ
レ
ー
ト
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

の
プ
レ
ー
ト
が
衝
突
し
て
、比
較
的

重
い
海
洋
の
プ
レ
ー
ト
が
大
陸
の
プ

レ
ー
ト
の
下
に
潜
り
込
ん
で
い
ま

す
。図
の
よ
う
に
、海
洋
の
プ
レ
ー

ト
が
潜
り
込
む
と
き
に
、大
陸
の
プ

レ
ー
ト
と
の
摩
擦
で
周
期
的
に
大

地
震
が
起
こ
っ
た
り
、火
山
が
噴
火

し
た
り
す
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

ま
た
、大
陸
の
端
の
海
に
堆
積

●
大
陸
が
動
い
て
る
?

　

1
0
0
年
ほ
ど
昔
、
ド
イ
ツ
の

学
者
が
、
世
界
地
図
を
見
て
、
大

陸
を
く
っ
つ
け
る
と
凹
凸
が
合
う

の
で
、
も
と
は
1
つ
の
大
陸
だ
っ

た
も
の
が
分
か
れ
て
移
動
し
た
の

で
は
な
い
か
っ
て
考
え
た
ん
だ

（
下
図
）。

　

当
時
の
人
に
は
大
陸
が
動
く

こ
と
自
体
が
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

だ
っ
た
の
で
、全
く
信
用
さ
れ
な

か
っ
た
け
ど
、1
9
6
0
年
代
に

な
っ
て
急
に
注
目
さ
れ
だ
し
た
ん
だ
。

　

そ
れ
は
、離
れ
た
大
陸
か
ら
同

じ
動
物
や
植
物
の
化
石
が
出
る
こ

と
や
、海
底
の
岩
石
の
年
代
を
調

べ
る
と
、大
陸
と
大
陸
の
間
に
あ

る
海か

い

嶺れ
い（

海
底
火
山
の
山
脈
）の
近

く
の
岩
石
は
新
し
く
、大
陸
に
近

い
海か

い

溝こ
う（

海
の
中
に
あ
る
深
い
谷
）

近
く
の
石
は
古
い
こ
と
が
分
か
り
、

大
陸
が
移
動
し
て
い
る
証
拠
と

な
っ
た
ん
だ（
上
図
）。

　

大
陸
が
動
い
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
球
の
構

造
や
、
地
震
の
仕
組
み
な
ど
が
解

これは大発見!

げ
ん
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